
書

評
ヒ
ラ
ー

ル

・
サ
ー
ビ

ー
著

谷

口
淳

一

・
清

水
和

裕
監

訳

『
カ

リ

フ
宮

廷

の
し
き

た
り

』

伊

藤

隆

郎

『カリフ宮廷のしきた り』

　
以
下
に
紹
介
す
る
書
の
原
著
者

ヒ
ラ
ー
ル

・
サ
ー
ビ
ー
は
、
西
暦
十
世
紀
末
か

ら
十

一
世
紀
半
ば
に
か
け
て
バ
グ
ダ
ー
ド
で
活
動
し
た
書
記
、
歴
史
家
。
本
書
で

翻
訳
さ
れ
た
彼
の
著
作

『
カ
リ
フ
宮
廷
の
し
き

た

り
』

(
原
題

肉
婁
黜
ミ

§

丶

ミ
ー黛
N
譽

)

は
、　

ア

ッ
パ

ー

ス
朝

カ
リ

フ
宮

廷

に

お
け

る

儀

礼

や
作

法

、

ま

た

公
文
書
の
書
式
な
ど
に

つ
い
て
伝
え
る
貴
重
な
史
料
と
し
て
知
ら
れ
る
。

ま
ず

は
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
ア
ラ
ビ
ア
語
文
献
が
日
本
語
で
読
め
る
よ
う
に
な

っ
た

こ
と
を
喜
び
た
い
。

　
本
書
は
、

一
九
九
八
年
四
月
か
ら
二
〇
〇

二
年

一
月
ま
で
続
け
ら
れ
た
輪
読
会

の
成
果
が
も
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
既
に

「
ア
ラ
ビ
ア
語
写
本
史
料

研
究
会
」
ホ
;
ム
ペ
ー
ジ
上
で
逐
次
公
開
さ
れ
て
い
た
が

(現
在
は

び
富
℃
ミ
≦
≦
≦
°

一゚
午
8
犀
団
o
°8
°甘
＼
H諺
ω
＼
匂巷
き

o°・①
＼
錠
oぼ
く
o
°。
＼
①
由
黛。ロ
ω
○
ζ
ω
＼
①ω
9
且
①×
°

洋
旨
一
と
い
う

d
男
ビ

で
見
る
こ
と
が

で
き
る
)、

本
書
で

「大
幅
に
改
訂
」
さ

れ
た
。
こ
の
輪
読
会
の
参
加
者
、

つ
ま
り
本
書
の
共
訳
者
は
、
監
訳
者
二
人
の
ほ

か
、
村
田
靖
子
、
近
藤
真
美
、
矢
島
洋

一
、
二
宮
文
子
、
橋
爪
烈
、
沼
田
敦
、
森

高
久
美
子
の
諸
氏
で
、
テ
キ
ス
ト
読
了
後
も
訳
語
や
表
記
の
統

一
、
注
や
索
引
、

付
表
の
作
成
な
ど
を
各
人
が
分
担
し
た
由
で
あ
る
。
以
上

の
翻
訳
と
出
版
ま
で
の

経
緯
に
つ
い
て
は

「緒
言
」
に
詳
し
い
。

　

「
緒
言
」
で
は
ま
た
、

底
本
で
あ
る
校
訂
本

(①
山
゜
篝

、゚跨
≦
熏
蘭
負

bd
ロ。魅
注

ド⑩
①偽
)、

現
在
知
ら
れ
て
い
る
唯

一
の
写
本

(
ア
ズ

ハ
ル
図
書
館
蔵
、

本
書
で
は

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
)
と
、
英
語
訳
、

ロ
シ
ア
語
訳
、
現
代
ペ
ル
シ
ア
語

訳
の
各

一
点
が
紹
介
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
ロ
シ
ア
語
訳
と
ペ
ル
シ
ア
語
訳
に
つ
い

て
は
、　
「
校
訂
本
や
英
語
訳
に
見
ら
れ
な
い
詳
し
い
注
釈
が
含
ま
れ
て
お
り
、
難

解
な
部
分
の
理
解
や
用
語

・
固
有
名
詞
に
関
す
る
情
報
を
得
る
際
に
役
立

っ
た
」

(
擁
頁
)
と
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
の
み
で
、
訳
注
で
も
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
僅
か

で
あ
る
。
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
以
上
、
読
者
が
わ
ざ
わ
ざ

ロ
シ
ア
語
訳
や
ペ
ル
シ

ア
語
訳
ま
で
参
照
す
る
必
要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
両
訳
書

の
全
体

的
評
価

に
つ
い
て
、

こ
こ
で
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
て
欲
し

か

っ
た
。　

一
方
、

英

語
訳

(
中

諺

ω゚
巴
①
旨

鱒
肉
§

黜
ミ

b

曹

魯
N-因
ミ
N
譽

」

臼
ぎ

肉
ミ
題

§

叙

肉
磯
ミ
ミ
甘
謹

鳥丶
蕁
偽
、卜
蕁
譜
ミ

Ω
9ミ
赴
国
o蹄
畧

HΦ
ミ
)

の
誤
り
や
そ
れ
と

の
解
釈
の
違
い
は
本
文
脚
注
で
随
時
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
さ
か
ら
も
、
本

書
が
こ
の
英
語
訳
よ
り
全
体
と
し
て
優
れ
た
翻
訳
で
あ
る
こ
と

は
明

ら

か
で
あ

る
。

　

「
凡
例
」
に
続
く

「解
題
」
は
、
ω
著
者

ヒ
ラ
ー
ル

・
サ
ー
ビ
:
と
そ
の
祖
父

ls1



窓史

ア
ブ
ー

・
イ
ス
ハ
ー
ク

・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
、
㎝
彼
ら
の
出
身
で
あ
る
サ
ー
ビ
ー

家
、
㎝

『
カ
リ
フ
宮
廷
の
し
き
た
り
』

お
よ
び
そ
の
他
の
ヒ
ラ
ー
ル
の
著
作
、
鋤

『
カ
リ
フ
宮
廷
の
し
き
た
り
』
成
立
の
時
代
背
景
、

に
関
し
て
述
べ
る
。

　

ヒ
ラ
ー
ル
は
、
西
暦
九
七
〇
年
に

「
非
ム
ス
リ
ム
の
サ
ー
ビ
ア
教
徒

の
出
身
で

あ
り
、
科
学
者
、

書
記
の
名
家
で
あ
る
サ
ー
ビ
ー
家
の

一
族
に
生
ま
れ
」
、

書
記

と
し
て
活
躍
、　
一
〇

一
二
i

二
二
年
に
イ

ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
、　
一
〇
五
六
年
に

没
し
た
。
そ
の
他
の
彼
の
経
歴
は
、
あ
ま
り
多
く
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
で

あ
る
。
本
書
の
原
題
も
確
定
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
ら
し
い
。
ヒ
ラ
ー
ル
自
身
に

よ
る
表
題

へ
の
書
及
が
な
く
、
写
本
の
扉
は
後
世
に
付
け
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が

高
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
四
世
紀
に
書
か
れ
た
伝
記
集
に
は
ヒ
ラ
ー
ル
の

著
書
と
し
て

肉
袋
翁
ミ

§

丶
ミ
ー黛
Nさ

と
い
う
書
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
い

う

("爻
注

頁
)
。

　
彼

の
祖
父
イ
ブ

ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
高
名

な
書
記
で
、

ヒ
ラ
ー
ル
に
と

っ
て

『
カ
リ

フ
宮
廷

の
し
き
た
り
』
を
書
く
際
の
最
も
重
要
な
情
報
源
で
あ

っ
た
。
曰
く

　
　
私
は
、
上
記
の
大
部
分
が
、
時
の
経
過
や
状
況

(髫
且
⇔
、)
の
変
化
、
ま
た
、

　
　
そ
の
情
報
に
身
を
も

っ
て
接
し
た
り
そ
の
も
の
を
実
際
に
目
に
し
て
慣
れ
親

　
　
し
ん
だ
当
時

の
人
が
皆
去

っ
て
し

ま

っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
消
え
て
し
ま

っ

　
　
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。
さ
ら
に
私
は
、
自
分
が
祖
父
イ
ブ
ラ
:
ビ
ー
ム
・

　
　
プ

ン
・
ヒ
ラ
:
ル
か
ら
、
こ
れ
ら

の
こ
と
に
つ
い
て
聞

い
て
い
た
こ
と
に
気

　
　
づ

い
た
。
そ
の
知
識
と
そ
れ
が
慣
行
と
な

っ
た
理
由
の
多
く
を
祖
父
と
共
有

　
　
す
る
人
物
は
、
彼

の
時
代
に
は
既

に
残

っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
伝
承

　
　
経
路
や
伝
承
内
容
を
私
と
共
有
す

る
人
も
現
在
残

っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
私

　
　

は
、

こ
の
残
存
物
が
、
忘
却
さ
れ

た
過
去
の
こ
と
に
続
い
て

〔消
滅
す
る
〕

　
　

こ
と
を
恐
れ
た

(
六
頁
)
。

な

お
、

評

者
未

見

で
あ

る
が

、

彼

の

『
書

簡

集

肉
毳
鎚
亀
』

の
校

訂

・
研

究

が

最

　

32

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

近

刊

行

さ

れ

た

(
囚

d゚

°
国
舘

げ
旨
且
Φ
誉

b
紬

bd
丶
暮

ト
ミ

源
言

ゆ

N
守

勵
ミ
ミ

ミ

も

勘
ミ
.肋
(
罫

恥
。。
ミ

℃
逾

卜

顫

＼
卜

b
°
、
q
§

ミ
妬§

ぎ

纛

§

西
ミ

ヒu
蔑
昏

畠
ミ
・

ミ
ミ
武

職
ミ

賄
富

ミ

ひ
ミ
妹§

自
ミ

ミ
魴
暮

§

き

瀁

N馬
偽
き
越

凡富
丶
偽
ミ
§

肉
越

爵
ミ

議
§

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

亀
ミ
鴨
ミ

逡
§
ミ

切
丶
暮

"
出
¢
餌
①
。゚ゲ
鉱
ヨ
＼
N
紆

同9

＼
2
①
≦

磯
o
H
犀

8

8

)

　
彼
ら
の
生
ま
れ
た
サ
ー
ビ
ー
家
は
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
以
前
の
世
代
は
典
医
と

し
て
、
彼
以
降
は
主
に
書
記
と
し
て
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
や
ブ
ワ
イ
フ
朝
君

主
に
仕
え
る
人
物
を
輩
出
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
書
記
ま
た
は
官
僚
と
し
て
活
躍
す

る
異
教
徒
な
い
し
改
宗
者
が
そ
の
後
も
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
し
ば
し
ば
見
い
出
さ

れ
る
の
は
ど
う
し
て
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
「
解
題
」
の
執
筆
者
で
あ
る
清
水
は
、

「書
記
術
が
法
学
な
ど

の
イ
ス
ラ
ー
ム
学
と
は
独
立
し
た
、　
「
技
術
」
で
」
　
「異

教
徒
が

こ
の

「技
術
」
を
学
ぶ
、
何
ら
か
の
教
育
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
L

と
い
う
見
解
を
示
す
が

(×
詳

頁
)、

こ
の
問
題
の
解

明
に
は
、
書
記
や
官
僚
た
ち
の
社
会
的
立
場

・
役
割
、
特
に
彼
ら
と
ウ
ラ
マ
ー
と

の
関
係
、
ま
た
異
教
徒
側
お
よ
び
彼
ら
を
任
用
す
る
為
政
者
側
の
事
情
な
ど
に
つ

い
て
、
時
代
や
地
域
に
よ
る
違
い
に
留
意
し

つ
つ
、
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

『
カ
リ
フ
宮
廷
の
し
き
た
り
』
以
外
の
ヒ
ラ
ー
ル
の
著
作
で
現

在

に
ま

で
伝

わ

っ
て

い
る

の
は
、
　
『
歴

史

§

.為
昏

§

ミ

額
N
-燐
鋤
ミ
、』
、
　
『
ワ
ズ

ィ

ー

ル

史

寄

謇

軸

ミ

ま
ミ
ミ

勵
、
丶
駢
ミ

.丶
愚

や
§
蓑

＆
ミ

.』
、
　

『
美

文

の
骨

頂

Q
ミ

ミ

ミ
・

いミ
轟
＆
』
の
三
点
で
、
前

二
者
は
部
分
的

に
し
か
残

っ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
も
重

要
な
史
料
で
あ
る
が
、
中
で
も

『
ワ
ズ

ィ
ー
ル
史
』
は
十
世
紀
初
頭
の
ア
ッ
バ
:

ス
朝
行
財
政
を
研
究
す
る
た
め
の
基
本
史
料
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、　
『
カ
リ

フ
宮
廷
の
し
き
た
り
』
と
重
複
す
る
情
報
を
多
く
含
み
、
両
書
は
相
互
補
完
的
な



『カリフ宮廷のしきた り』

関

係

に
あ

る
と

い
う
。

そ

の

た

め
、

本

書

に

お

い

て
も

『
ワ
ズ

ィ
ー

ル
史
』

が

適

宜
参

照

さ

れ

て

い

る
。

蛇
足

な
が

ら

、　

『
美

文

の
骨

頂

』

に

は

刊
本

が

出

て

い

る

ら

し

い

(
O
鮮

諺
。・
.9。
蜘

灯
¢
び
滋

P

切
巴
愚

け
H
⑩
Qo
ω
)
。

　

ヒ
ラ

ー

ル
が

生

き

た

の

は
、

ブ

ワ
イ

フ
朝

が

実

権

を

握

り

な

が

ら

も
、

ア

ッ
バ

ー

ス
朝

が

名

目

的

な
支

配

権

を

維

持

し

て

い
た

時
代

で
あ

っ
た
。

し

か
も

こ

の

二

重

権

力

構

造

に

は
、

宗

派

の
問

題

が

絡

ん

で

い

た
。

ブ

ワ
イ

フ
家

が

シ
ー

ア
派

十

ニ
イ

マ
ー

ム
派

を

信

奉

し

て

い
た

の

に
対

し
、

ア

ッ
バ

ー

ス
朝

カ
リ

フ
は

ス

ン
ナ

派
を
標
榜
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
i

但
し
、
カ
ー
デ
ィ
ル
が

一
〇

一
九
年
に
ス

ン
ナ
派
の
カ
リ
フ
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
ま
で

「
ア

ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
は
、

シ
ー
ア
派
と
は
距
離
を
置
き
つ
つ
も
、
自
分
た
ち
が

「
シ
ー
ア
派
に
と

っ
て
の
カ

リ
フ
で
は
な
い
」
と
定
義
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
」
　
(瀁
く
讐

頁
)
。
こ
う

し

た

当
時
の
複
雑
な
政
治
的

・
宗
教
的
状
況
は
、　

「解
題
」
に
簡
に
し
て
要
を
得
た
形

で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
間
に
、
本
書

の
共
訳
者
で
あ
る
橋
爪
烈
の

「初
期
ブ
ワ
イ
フ
朝
君
主
の
主
導
権
争

い
と
ア

ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
」
　
『史
学
雑

誌
』

一
=

一-
二

(
二
〇
〇
三
年
)
、
六
〇
ー
八
三
頁
、

が
発
表
さ
れ
た
。

当
時

の
時
代
背
景
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
も
合
わ
せ
て
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。『

カ
リ
フ
宮
廷
の
し
き
た
り
』
本
文

は
、
次

の
よ
う
な
章
か
ら
成
る
。

序第

一
章
　
　
素
晴
ら
し
き
宮
殿

第
二
章

　
　
つ
と
め
の
作
法

第
三
章
　
　
ハ
ー
ジ
ブ
職

の
規
則
と
し
き
た
り

第
四
章

　
　
カ
リ
フ
達
の
着
座
、

謁
見
に
お
け
る
彼
ら
の
着
衣
、
カ
リ
フ
達

　
　
　
　
　

の
御
前

に
加
わ
る
側
近
達
や
諸
々
の
階
級
の
人
々
の
着
衣

第
五
章
　
　
任
命

・
委
任

・
名
誉

・
宴
会
の
賜
衣

第
六
章
　
　
任
命
な
ら
び
に
、
ク
ン
ヤ
や
ラ
カ
ブ
に
よ

っ
て
名
誉
を
与
え
た

　
　
　
　
　
際
に
カ
リ
フ
へ
贈
ら
れ
る
も
の

第
七
章
　
　
カ
リ
フ
と
の
文
書

の
や
り
と
り
に
関
す
る
し
き
た
り

第
八
章
　
　
文
書
に
お
け
る
カ
リ
フ
へ
の
言
及
と
祈
願
の
定
型
句

第
九
章
　
　
カ
リ
フ
か
ら
の
文
書

の
し
き
た
り

第
十
章
　
　
カ
リ
フ
か
ら
文
書

の
受
取
人

へ
の
祈
願
の
定
型
句

第
十

一
章

信
徒

の
長
の
マ
ウ
ラ
ー
で
あ
る
こ
と
の
表
明

第
十
二
章
　
文
書

の
宋
尾
に
記
さ
れ
る

「某

・
プ

ン
・
某
記
す
」
と
い
う
語

　
　
　
　
　
句

第
十
三
章
　
カ
リ
フ
と
や
り
と
り
す
る
文
書
が
書
か
れ
る
紙
、
中
に
文
書
を

　
　
　
　
　
入
れ
て
や
り
と
り
す
る
通
信
袋
、
そ
の
上
に
押
さ
れ
る
封
印

第
十
四
章
　
ラ
カ
ブ

第
十
五
章
　
説
數
壇
に
お
け
る
フ
ト
バ

第
十
六
章
　
礼
拝
時
に
太
鼓
を
叩
く
こ
と

第
十
七
章
　
婚
礼

の
フ
ト
バ

　
　
下
僕
が
供
す
る
終
章

　
第

一
章
で
は
、
バ
グ
ダ
ー
ド
東
南
部
の
カ
リ
フ
宮
が
い
か
に
壮
一麗
か
、
パ
グ
ダ

ー
ド
が
ど
れ
ほ
ど
大
都
市
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
歳
出
の
予
算
表
な
ど
が
引
き
合

い
に
出
さ
れ
て
、
述
べ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
九
世
紀
末
の
バ
グ
ダ
ー
ド
の
人

口
を

九
六
〇
〇
万
と
す
る
見
解
が
妥
当
と
見
な
さ
れ
る
な
ど
誇
張
さ
れ
て
い
る
部
分
も

多
く
、
す
べ
て
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第

二
章
は
最
も
長

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
逸
話
を
交
え
な
が
ら
、
宮
廷
で
の
エ
チ
ケ

ッ
ト
や

マ
ナ
ー
、
君
　
鵬



窓史

主
と
接
す
る
と
き
の
心
得
を
説
く
。
身

な
り
を
清
潔
に
す
べ
き
で
あ
る
と
か
、
君

主
の
御
前
で
は
控
え
め
な
態
度
を
と
る
べ
き
で
あ
る
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
の
を

見
る
と
、

古
今
東
西
、

礼
儀
作
法
に
大
差
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

せ
ら
れ

る
。
第
三
章
で
は
、

ハ
ー
ジ
ブ
、
す
な
わ
ち
侍
従
の
職
務
が
説
明
さ
れ
る
。
こ
こ

に
見
ら
れ
る
、
ブ
ワ
イ
フ
朝
君
主
ア
ド

ゥ
ド

・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
が
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ

リ
フ
"
タ
ー
イ
ー
に
謁
見
す
る
場
面
の
記
述
は
、
と
り
わ
け
生
彩
に
富
む

(
八
〇

ー
八
五
頁
)
。
第
四
章
は
短
い
が
、
カ
リ
フ
や
側
近
、
　
高
官
た
ち
の
衣
服
、
　
カ
リ

フ
の
玉
座
の
有
り
様
を
描
写
し
、
第
五
章
は
カ
リ
フ
か
ら
下
賜
さ
れ
る
褒
美
の
品

に
つ
い
て
、
第
六
章
は
そ
の
返
礼
の
品

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
記
す
。
以
上
六
章

は
、
有
職
故
実
に
関
す
る
部
分
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
七
章
か
ら
第
十
三
章
は
、
公
文
書

に
関
す
る
規
定
を
扱
う
。
文
字
の
書
き
方

や
レ
イ
ア
ウ
ト
に
始
ま
り
、
宛
先
人
と
差
出
人
の
記
名
方
法
、
冒
頭
や
末
尾
、
祈

願
の
定
型
句
、
使
わ
れ
る
紙
や
印
章
、
文
書
を
入
れ
る
袋
が
、
時
代
に
よ
る
変
化

と
と
も
に
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
具
体
的
な
文
書

の
例
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

中
で
も
興
味
深
い
の
は
、

イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
が
起
草
し
た
も

の
で
あ

る
。
こ
れ
が
原
因
で
彼
は
ア
ド
ゥ
ド

・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
の
怒
り
を
買
い
、
四
年
余
り

投
獄
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
が
、

こ
こ
に
全
文
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で

(
一

一
一
ー

一
一
七
頁
)、
そ
の
内
容
を
確
認
で
き
る
。

以
上
の
七
章
は
、

書
記
の
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
呼
べ
る
。

こ
の
部
分
を
、

実
際
の
文
書
や
他
の
文
書
書

式

集
、
書
記
業
務
手
引
書
な
ど
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
課
題
の

一

つ
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
七
章
に

「
差
出
人
の
名
前

に
は
触
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ

は
カ
リ
フ
か
ら
の
文
書
に
書
く
も
の
で
、
カ
リ
フ
へ
の
文
書
に
書
く
も
の
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
」
　
(
一
〇
三
頁
)
と
訳

さ
れ
て
い
る

一
節
が
あ
る
が
、
こ
の

「差

出
人
L
は
右
筆
、

つ
ま
り
差
出
人
の
命
で
実
際
に
文
書
を
書
い
た
書
記
と
解
す
べ
　

34

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

き
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
同
章
の
始
め
で
差
出
人
の
名
前
の
書
き
方

が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

(
一
〇
〇
-

一
〇

一
頁
)
と
矛
盾
す

る
の
で

は
な

い

か
。
ま
た
原
文
を
見
る
と
、

同
章
の
始
め
の

「
差
出
人
」
は

彗
仁
犀
肆
ま

で
あ
る

が
、
指
摘
し
た
箇
所
で
は

犀
倒
江
げ
と
な

っ
て
い
る

(
も

っ
と
も
、　
犀
鋒
ま

も
差

出
人
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
)。

加
え
て
、

カ
リ
フ
発
給
文
書
の

書
き
手
が
自
身
の
名
前
を
記
す
こ
と
は
、
他
で
も
説
明
さ
れ
て
い
る

(
一
〇
九
、

=

一三
頁
)
。　

一
方
、

カ
リ
フ
以
外

の
者
か
ら
出
さ
れ
る
文
書
の
書
記
は
そ
う
し

な
か

っ
た
の
か
ど
う
か
、
必
ず
し
も
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
が
、
第
十
二
章
前
半

部
は
そ
の
こ
と
を
い
わ
ん
と
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
さ
ら
に
文
書
の
書
き
手

お
よ
び
差
出
人
の
記
名
方
法
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
前
述
の
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
が

書
い
た
文
書
の
中
に
あ
る

「家
臣
、
家
僕
で
あ
る
あ
ら
ゆ
る
文
武
官
に
対
し
て
、

〔文
書

の
中
で
〕
彼
ら
自
身
の
名

を
用

い
、

自
分
自
身
の
署
名

(蠢
。゚旨
)
を
書

き
記
す
ほ
ど
に
自
身
を
高
め
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
カ
リ

フ
の
権
利
の

一
つ
だ
か
ら
で
あ
る
」
　
(
一
一
六
ー

一
一
七
頁
)
と
い
う

一
節
は
、

カ
リ
フ
宛
の
文
書
で
は
な
く
、
任
命
書
や
勅
令
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
も
う

一
つ
付
け
加
え
る
な
ら
、
下
級
役
人

(
?
)
が
ワ
ズ

ィ
ー
ル

や
軍
司
令
官
を
飛
び
越
え
て
直
接
カ
リ
フ
宛
に
文
書
を
書
く
場
合

「下
僕
や
僕
な

ど
と
言
わ
ず
に
、
書
状
で
、
彼
ら
の
名
前
や
彼
ら
の
父
親
の
名
前
に
言
及
す
る
の

は
咎
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
」
　
(
一
〇
四
頁
)
と
あ
る
が
、
こ

こ
に
出

て
く

る

「彼
ら
」
は
、
ワ
ズ

ィ
ー
ル
や
軍
司
令
官

の
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
自
身
を

指
し
て
い
る
と
考
え
た
方
が
よ
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
十
四
章
か
ら
第
十
七
章
で
は
、
カ
リ
フ
の
権
限
や
そ
の
権
威
を
表
象
す
る
儀

式
が
、
主
に
ブ
ワ
イ
フ
朝
君
主
と
の
関
係
で
、
ど
の
よ
う
に
変
わ

っ
て
き
た
か
が



『カリフ宮廷のしきたり』

叙
述
さ
れ
る
。
そ
し
て
終
章
に
お
い
て
、

こ
の
書
が
カ
リ
フ
ーー
カ
ー
イ
ム
に
献
呈

さ
れ
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
、
終
わ
る
。

　
さ
き
に
い
く
つ
か
疑
問
点
を
指
摘
し
た
が
、
総
じ
て
翻
訳
は
実
に
丁
寧

に
行
わ

れ
て
い
る

(
た
だ
、
そ
の
た
め
に
か
え

っ
て
読
み
に
く
い
と
こ
ろ
も
若

干
あ

っ

た
)
。

写
本
と
校
訂
本
に
加
え
他
史
料
が
吟
味
さ
れ
、

ア
ラ
ビ
ア
語
原
文
が
新
た

に
確
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
他
、
難
解
な
語
句

・
文
に
つ
い

て
も
、

ロ
ー

マ
字
転
写
の
ア
ラ
ビ
ア
語
が
挙
げ
ら
れ
て
説
明
さ
れ
る
か
、
場
合
に

よ

っ
て
は
別
の
訳
例
ま
で
示
さ
れ
る
。
人
名
や
用
語
の
解
説
も
充
実
し
て
い
る
。

し
か
し
、
衣
服
に
関
す
る
注
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
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を
参
照
す

れ
ば
、　
「
ル
サ
ー
フ
ァ
風
タ
ー
バ
ン
」
　
「
カ
ラ
ン
ス
ワ
帽
」
な
ど
は
注
記
で
き
た

は
ず
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
こ
れ
以
上
注

を
増
や
す
の
は
、
煩
瑣
に
な
り
過
ぎ
る

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
欄
外
に
は
校
訂
本
と
写
本

の
ペ
ー
ジ
数
が
記
さ
れ
て
お
り
、
両
者
と
本
書
を
容

易
に
対
比
で
き
る
。
ま
た
巻
末
に
歴
代
ア

ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
の
在
位
年
表
、
各

地
の
ブ
ワ
イ
フ
朝
君
主
の
支
配
期
を
示

す
図
表
、

サ
ー
ビ
ー
家
、

ア
ッ
バ
ー
ス

朝
、
ブ

ワ
イ
フ
朝
の
各
系
図
、
西
ア
ジ
ア

・
中
央
ア
ジ
ア
お
よ
び
八
ー
十
世
紀

の

バ
グ
ダ
ー
ド
の
地
図
各

一
点
、
文
献
表
、
人
名
、
地
名
、
用
語
索
引
が
付
さ
れ
て

い
て
読
者
の
便
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
値
段
も
良
心
的
で
装
幀
も
な
か
な
か
洒
落
て
い
る
。
専
門
家

・
研
究
者
ば
か
り

で
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
関
心
を
持

つ
人
々

(
特
に
そ
の
歴
史
や
ア
ラ
ビ
ア

語
を
専
攻
す
る
学
部
学
生
)
に
広
く
本
書

を
お
薦
め
し
た
い
。

註①

こ
れ

に
先
立

っ
て
同
著
者
は
、
こ
の

『
書
簡
集

』
の
史
料
的
価
値

を
論
じ
た
論
文
を

　
発
表

し
て
い
る
。
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